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研究成果の概要（和文）：イギリス諸島地域では，地域毎に教育課程が異なる。社会系教科教育課程の場合，イングラ
ンドとウェールズは地理科・歴史科カリキュラムであり，北アイルランド及びアイルランド共和国も近似する一方，ス
コットランドは統合的な社会科カリキュラム形態であることを現地調査をふまえ臨床的に明らかにした。さらに，カリ
キュラム及び学習対象といった外形面では地域固有的な差異がある一方，育成学力論・学力観には普遍的内容の通底が
示唆されることを地理教育を事例に見いだした。

研究成果の概要（英文）：In the British Isles region, curriculum is different from region to region. In the
 case of social studies curriculum, England and Wales is geography  and  history curriculum. This research
 based on the field survey  revealed that the Republic of Ireland and Northern Ireland are also same, but 
Scotland is a social studies curriculum as an integrated subject. In addition, while there are regional di
fferences inherent in the external surface, such as objectives and curriculum,through the case of geograph
y education, it has been suggested that there are some universal matters what must be learned.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
1980 年代以降のイギリス教育改革が，日本

の教育改革に大きな影響を与えていること
は，比較教育学・教育社会学をはじめ様々な
研究領域で明らかにされてきた。社会科教育
学においても 1990 年代以降イギリスの社会
系教科教育改革に関する多くの研究が遂行
されてきた。それら先行研究は，イギリスで
進行中の社会系教科教育改革を多面的に究
明し，学会発表・論文等で具体的に公表され，
斯学の発展に寄与してきた。しかし，その研
究対象は一部報告書・論文が断っているよう
にイングランドにおける社会系教科教育で
あり，全く異なる教育システムの下での教科
教育課程を擁するスコットランドをはじめ
連合王国内の社会系教科教育の多様性につ
いては調査対象外となっている。 
この点に関して付言するならば，岩田一彦

「市民的資質形成のためのカリキュラム構
成と教科内容構成」（2007 年 3 月『教育実践
学の理論構築及びモデル研究』研究代表者：
岩田一彦（兵庫教育大学大学院連合学校教育
研究科共同研究プロジェクトＥ（平成 17～19
年度）中間報告書所収）は，イングランドに
加えスコットランドの学校訪問調査も遂行
し分析を加えているが，紙幅の関係もあって
か両地域の教科教育学的異同に関する考察
が十分になされているとは言い難い 
イギリス教育改革研究が，イングランドの

それに特化する傾向は社会科教育学に限ら
ない。管見の限り，スコットランドにおける
近年の教育改革について，教育課程的視点を
含みながら論究しているのは矢田貞行
（1998）『スコットランド中等教育史』北大
路書房のみである。しかし，同書にしても教
科教育学的内容はほとんど分析がなされて
いない。 
以上からして，連合王国としてのイギリス

教育改革の地域多様性が顧みられず，イング
ランドにおける教育改革にのみ研究が焦点
化していることが，社会科教育学研究はじめ
日本におけるイギリス教育改革研究の現状
であり問題点である。 
 
 

２．研究の目的 
本研究は，イギリス諸島（British Isles）

諸地域における多様な社会系教科教育課程
の存立理論と実践実態について現地調査を
踏まえて解明すること，諸地域での理論と実
践を相互に比較考察し，イギリス諸島におけ
る社会系教科教育課程の普遍性と固有性を
究明することを目的とする。 
日本の社会科教育のあり方を世界的視座

から展望するため，英国の社会系教科教育を
対象とする研究は近年増加した。しかし，先
行研究のほとんどはイングランドを対象と
した研究であり，連合王国を構成するその他
の地域（スコットランド，ウェールズ，北ア
イルランド）は未解明である。類似した教育

風土における多様な社会系教科教育課程の
普遍性と固有性を，現地実態調査を踏まえて
究明することは，日本のように異なる教育風
土を持つ地域への改善示唆を得る上で極め
て有用であるとの判断から，英国並びに同国
の影響を強く受けてきたアイルランドを研
究対象地域（慣例的には「イギリス諸島」と
呼称される地域）に設定した本研究は企図さ
れている。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では，申請者がこれまで開拓し研究

交流を続けてきたイギリス諸島諸地域で活
躍する社会系教科教育研究者と連携・協力を
図りながら，書籍・諸資料の収集，現地研究
者・教師からのヒアリングと討議，学校訪問
と授業観察を遂行し，年度毎に分析・検討結
果を中間報告として関連学会で発表する。 
研究対象地域としては，先行研究がほとん

どないアイルランド共和国，北アイルランド，
スコットランドを特に重視し，これら地域の
地理教育研究者をカウンターパートとして
現地調査を遂行する。最終的には，イングラ
ンドを含めた総合的な比較考察を行いイギ
リス諸島地域における社会系教科教育課程
の普遍性と固有性を析出し，イギリスもしく
は国際関連学会で成果を発表する。 
 
 
４．研究成果 
 後述の「５．主な発表論文等」内に具体は
あるが，海外カウンターパートとの連名発
表・国際学会発表をはじめとした学会発表内
容をもとにすれば以下の概要となる。 
 
（１）アイルランド 
 アイルランドに関しては研究交流を続け
てきたアイルランド国立大学メイヌース校
（アイルランド唯一の公立教育大学）地理教
育担当研究者Dr.S.Waddingtonと共同研究を
行い，成果は日本地理教育学会大会における
連名発表「アイルランド地理教育における
「地誌」学習の意味－後期中等教育修了資格
試験問題を通して－」として報告した。その
概要は以下の通りである。 
①アイルランド共和国では，隣接するイギ

リスの地理教育とは異なる地理教育実態が
みられるが，中等地理カリキュラムにおける
最大の特徴は「地誌(regional geography)」
単元が存在することである。そこで，後期中
等教育修了資格試験問題を通して，同国にお
ける「地誌」学習の意味を考察した。 
②アイルランドの教育課程 

 ほとんどの生徒が後期中等教育段階まで
進学する。中等教育修了資格としては，中学
校卒業時の JC (Junior Certification)と高
校卒業時の LC (Leaving Certification)があ
り，同資格試験シラバスが中等教育カリキュ
ラムに相当する。なお，LCには普通レベルと



上級レベルがある。 
③後期中等「地理」シラバス 

 中等教育段階の地理は，多くの生徒が履
修・受験し，履修者数・受験者数からみると
歴史よりも一般的である。後期中等「地理」
試験の普通レベルは，自然地理，地誌，地理
的技能，人文地理の４単元から構成され，「地
誌」が独立単元として存在する。上級レベル
でも，この 4単元は必須である。 
④「地誌」学習の意味 
  中等教育修了資格試験問題例は，比較地誌
的なアプローチによる基礎的な事実知識理
解，並びに描図・図表読解技能の習得を前提
にしつつも，「地域」等の諸概念や「社会問
題」理解を重視した地誌問題である。日本と
比較した場合，習得した事実知識の再現であ
る「地域の記述」よりも，理解・技能を幅広
く活用した「地域の解釈・説明」を，地誌学
習の成果としてより強く求めているといえ
る。 
 
（２）北アイルランド 
北アイルランドに関しては，アルスター大

学地理教育学研究室（コールレーン）の
Dr.C.Linda をカウンターパートにした現地
調査を遂行し，現地学校訪問を含む情報収
集・研究交流を行った。日本地理教育学会大
会発表「北アイルランドの地理教育カリキュ
ラム－イギリス諸島における比較考察－」で
報告した成果概要は次の通りである。 
①北アイルランドの教育課程 

 学校段階区分など基本的教育制度はイン
グランドと同じである。しかし，カリキュラ
ムは，北アイルランド政府教育省(NIDoE)・
試験カリキュラム局（CCEA)により 1991 年か
ら別途制定されている。現行カリキュラムは，
2007 年に全面改定されたものであり，教科
(subject)のまとまりである領域(area)で大
枠が規定されている。2007 年改訂では，中等
教育段階に新領域として「生活・労働のため
の学習(LLW:Learning for Life and Work)」
が設定され，個人発達，ローカル/グローバ
ル・シティズンシップ，職業準備，家政の 4
教科から構成されているのが特徴である。 
②地理教育カリキュラム 
初等教育：初等教育カリキュラムは必修で

ある 7領域 11教科から構成される。地理は，
領域「私たちの周りの世界」に，歴史，科学
技術とともに属している。「私たちの周りの
世界」内容は，4構成概念（相互依存，場所，
移動とエネルギー，時間による変化）から成
り，4 概念を包摂する内容を 3 教科統合的に
教授/学習する事が求められる。 
中等教育：KS3 では，9領域 15 教科が必修

である。地理は，歴史とともに領域「環境と
社会」を構成し，シティズンシップの属する
領域「LLW」とは別領域である。しかし，地
理固有の技能や知識・理解に加え，意思決
定・問題解決の技能育成，現代的諸課題の主
題的な学習，ESD における中核的役割，を担

っており，個人の内的発達に基づいた市民的
資質育成内容が強い社会科的地理である。 
③イギリス諸島における比較考察 

  地誌的内容がアイルランド共和国のよう
には明示されず，全体としてはイングランド
の「ナショナル・カリキュラム」に類似する。
但し，イングランド以上に，市民的資質育成
の理念を直截示す構造・内容といえる。 
 
（３）スコットランド 
スコットランドに関しては，スコットラン
ド地理教師協会会長 Val Vannet 氏(Dundee 
High School)をカウンターパートとして交
流・現地調査を遂行し，日本地理教育学会大
会で「スコットランドにおける環境科型から
社会科・理科型カリキュラムへの転換－イギ
リス諸島地理教育の比較考察 その２－」と
して報告した成果概要は以下である。 
①スコットランドの教育制度・教育課程 

 教育制度の大枠はイングランドに近似す
るものの学年の呼称はじめいくつかの違い
がみられる。特に大きな違いは 1960 年代以
降，広領域編成を基礎にした教育課程が一般
的になった点である。この伝統下，イングラ
ンドが共通カリキュラムを省令として制定
することを決めた前年の 1987 年，スコット
ランド教育局は教育改革を開始していた。カ
リキュラムの場合 1993 年，スコットランド
教育史上初の共通カリキュラム指針(ガイド
ライン)が『カリキュラムの構造とバランス』
として発表された(1999 年一部改訂)。その後，
自治権が拡大する過程での政策見直しを受
け，スコットランド政府教育局は 2004 年，
新たな教育政策『卓越への教育』を発表し，
同政策に基づく教育課程が 2010 年より施行
されている。 
 この政策・カリキュラム改訂では，スコッ
トランド人としての価値･シティズンシップ
育成重視はじめ興味深い研究課題がいくつ
か設定できるが，本研究では地理・社会科関
連カリキュラムの変化について他のイギリ
ス諸島地域との比較を念頭に分析検討した。 
②義務教育段階のカリキュラム改革概要 

 『カリキュラムの構造とバランス』(1993)
対応の義務教育段階カリキュラムは，いくつ
かの教科をまとめた5必修領域の枠組みで示
され，地理・歴史は，理科，技術とともに「環
境」領域に組み込まれていた。しかし，『卓
越への教育』(2004)対応では，2 つの必修領
域が細分化され，「環境」は，“人々・過去の
出来事・社会”，“人々・場所・環境”，“社会・
経済・ビジネスにおける人々”から構成され
る「社会」並びに「理科」と「技術」に分割
されるにいたった。 
③「環境」から「社会」「理科」「技術」へ

の転換の実際並びに「社会」科の内容 
ｱ)「環境」から「社会」「理科」「技術」へ

の転換の実際：広領域の「環境」であったが，
実際に当時の環境カリキュラムモデルを分
析すると，歴史・地理・公民，理科，技術・



家庭の３教科領域に分かれており，理念的・
名称的には統合教科にみえるものの事実上
は３教科に分化し実践されていた。したがっ
て，「社会」「理科」「技術」に分科されても
学校現場ではそれほど大きな抵抗はなかっ
たとみられる。 
ｲ)「社会」科の内容と「地理」：カリキュ

ラム構造からみると，スコットランドは統合
型「社会科」を，イギリス諸島地域では唯一
採用しているといえる。しかし，それはカリ
キュラムの大枠という外形面のみであり，内
実は地・歴・公の分野制である。これは中等
教育に限らず，初等でもその傾向が強い，例
えば，初等社会科の単元内容を分析すると，
地理と歴史が多く，公民は少ないのが実際で
ある。この結果，各分野の母体となる「学（地
理学等）」の内容がかなり教科内容として取
り込まれている。例えば，地理分野では，自
然地理（自然景観等）を地理学習の基礎とし
て重視し，自然地理的基礎をふまえた環境学
習（以前の「環境科」成果の発展的継承）と
なっている。地誌学習をみると，独立地誌単
元では対象地域の事例的学習であるものの，
初等段階から各種各単元で様々な地域を扱
うことで，学習経験の総体として世界像を育
成するようになっている。 
④「環境」から「社会」への転換の意味 
1960 年代末から 1970 年代のスコットラン

ドは，構成主義・児童中心主義に基づく戦後
教育改革が，イギリスの中では最も積極的に
推進された。その象徴は，総合制中等学校制
度及び広領域カリキュラムの大幅な採用，そ
してそれら学校制度・広領域カリキュラム下
でのプロジェクト学習の普及である。 
しかし，1980 年頃になると，それら教育施

策の適切性が問題化し批判が起こっていた。
これは，イングランドにおける教育大討論・
教育改革期とほぼ重なり，イングランドにお
いて「教育改革法」が制定される前年（1987
年）には，スコットランド教育局が『90 年代
への政策方針』を発表し，学力育成を重視す
る新たな教育施策へと舵が切られた。その具
体が，1993 年『構造とバランス』改革による
共通カリキュラムカイドラインの策定であ
り，そこでは広領域枠組みは残ったものの，
実質は教科（分野）制が強まるものであった。
さらに 2004 年『卓越へのカリキュラム』改
革は，このカリキュラム方向を進めるもので
ある。 
 したがって，「環境」から「社会」への転
換は，学力育成を目指す 1980 年代以降の教
育潮流の中で解釈される。ここで留意すべき
は，目指されている学力内容及びそれと教
科・分野の関係である。本研究の過程では，
ｱ)1999 年のスコットランド自治権拡大以降
は「スコットランド人」育成が社会科で強調
されるようになったこと，しかし，ｲ)シティ
ズンシップや持続性・創造性・事業性といっ
た市民的価値・態度育成は，社会科の公民的
分野に限らず，各教科分野・活動で分担し育

成するものとされていること，が注目される。 
 
（４）総合考察と課題 
 イングランドとウェールズは，連立政権に
よる教育政策の変更等でカリキュラム改訂
方向が確定しない部分があるが，これまでの
研究蓄積と上記知見とをあわせて総合的に
比較考察するならば，次のようにまとめられ
る。 
①社会系教科教育課程の枠組みでは，地理

科・歴史科といった分科型は，従来，イング
ランドとウェールズがあげられていたが，北
アイルランド並びにアイルランド共和国も
類似している。一方，スコットランドは，社
会科という統合型であり，地域固有性が強い。 
②しかし，カリキュラムモデルを分析する

と，スコットランドは外形的に統合型と見え
ても内実では分科的であり，単元内容によっ
ては他地域以上に系統的内容を含んでいる
部分がある。 
③全体を通して育成学力の要点かつ課題

は，社会系教科教育としては市民性（シティ
ズンシップ）育成，地理教育では地誌学習で
あり，教育課程におけるそれらの分担の仕方
や位置づけ方には課題を含め普遍性がみら
れる。 
④上記の普遍的課題は，育成すべき学力観

に由来する問題である。本問題に関しては，
英米の地理教育研究者を中核とした国際共
同研究が始動しつつあり，それら研究動向に
注意する必要がある。 
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